
統計分析 第 3 回 

3-1 

 

２．重回帰分析 【動画】【動画続き】 

統計学の授業では回帰分析という分析手法を勉強しました。これは量的データの目的変

数を１つの説明変数の 1 次式で予測・説明する方法でした。重回帰分析は量的データの目的

変数を複数の説明変数の 1 次式で予測・説明する方法で、回帰分析の拡張です。重回帰分析

に対して、普通の回帰分析を単回帰分析と呼ぶこともあります。重回帰分析は多変量解析と

呼ばれる一連の統計分析手法の代表的な方法です。また、パネルデータ分析、操作変数回帰

分析、局所重回帰分析など、これを応用したいろいろな分析手法が考えられています。 

回帰式（重回帰式ともいう）は偏回帰係数と呼ばれる係数 1 2 0, , , ,pb b b b を使って、以下

の形で与えられます。ここでY は目的変数 y の予測値になります。 

1 1 2 2 0p pY b x b x b x b= + + + +  

これらの偏回帰係数は実測値 y と予測値Y のデータ個々のずれを 2 乗した合計が最小にな

るように決められます。 

以下の例を使って重回帰分析について見て行きます。 

例 

 重回帰分析.txt (p1) を元に体重を身長と胸囲の１次式で予測・説明する。 

体重 身長 胸囲 体重 身長 胸囲 

61.0 167.0 84.0 49.5 164.7 78.0 

55.5 167.5 87.0 61.0 171.0 90.0 

57.0 168.4 86.0 59.5 162.6 88.0 

57.0 172.0 85.0 58.4 164.8 87.0 

50.0 155.3 82.0 53.5 163.3 82.0 

： ： ： ： ： ： 

49.5 160.4 84.9 56.0 172.0 82.0 

 

C.Analysis のメニュー［分析－多変量解析他－予測手法－重回帰分析］を選択すると、以

下のような分析実行画面が表示されます。 

 

図 1 重回帰分析実行画面 

データの重回帰分析.txt (p1) は以下のように与えられます。 

https://youtu.be/r9xnyTQdIHs
https://www.youtube.com/watch?v=T2_DEmNzIzk
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図 2 重回帰分析.txt (p1) 

「変数選択」で「All」を選び、「重回帰分析」ボタンをクリックします。ここで、変数選択

の順番ですが、まず目的変数、次に説明変数を選びます。ここでは体重が先頭にありますの

で、「All」と選ぶことで順番が守られています。実行結果は 2 種類表示されますが、まずテ

キスト出力の方は以下のようになります。 

 

図 3 分析実行結果 

この中でまず注意するのは、「重回帰式」です。重回帰式が数式の形で表示されています。

次に「重相関係数」と「寄与率」です。これらは重回帰式の目的変数への当てはまりの良さ

を表しています。重相関係数は目的変数の実測値と予測値の相関係数です。相関係数ですか

ら、完全に予測出来ている場合は 1 になります。ここでは 0.841 になっています。また、寄

与率（決定係数ともいう）は目的変数の変動の何パーセントをこの式が説明できているかを

表しています。数値は 0.707 ですので、70.7%が説明できていることになります。覚えてお

きたいことは、重相関係数の 2 乗が寄与率になることです。即ち、0.8412 = 0.707 ですので、

2 つの指標は見方が違うだけで、同じものになります。一般に、社会科学系の分析では、寄

与率 0.4 くらい以上である程度認められるようです。 

次に、残差の正規性というのを調べていますが、残差とは目的変数の実測値と予測値の差

です。残差の正規性は以後の検定に使うのですが、実際これを考えている人は少ないような

ので、ここでは省略することにします。 

次は重回帰式の有効性の検定です。これはこの重回帰式が意味のある式かどうかを与え

ています。言い換えると偏回帰係数が切片 0b を除いて同時にすべて 0 であるかどうかを検

定しています。もし同時に 0 であれば、重回帰式は説明変数に無関係になりますので意味の
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ないものとなってしまいます。有効性の検定確率が有意水準より小さいことが必要です。 

次に重回帰分析の出力結果のグリッド出力の方を見てみます。 

 

図 4 分析実行結果 

こちらは、一般的な分析ソフトでよく出力される表示です。卒業論文などにはこのデータ

を貼り付ければ十分でしょう。まず、テキスト出力では式で与えられていた「偏回帰係数」

は表で示されています。次の「標準化係数」は偏回帰係数のうちどれが重要な変数であるか

を与えています。標準化（偏回帰）係数はすべての変数を標準化して求めた偏回帰係数で、

本当に重要な変数を見極める指標です。この指標で絶対値の大きな変数は重要な変数にな

ります。この場合、身長 0.4333、胸囲 0.6401 ですので、ほとんど同じですが、すこしだけ

胸囲の方が予測に重要です。 

もう 1 つ、各変数が回帰式に必要かどうかを検定しているのが、「確率値」と書いてある

ところです。これは母集団で偏回帰係数が 0 とみなされるかどうかを判定しています。今

は、身長が確率 0.0049<0.05、体重が確率 0.0002<0.05 ですので、両方とも 0 でないとなり、

必要な変数であると判断できます。 

テキスト出力のところでも述べた、重相関係数と寄与率、有効性の検定確率は、「R」、「R^2」、

「有効性 p 値」として与えられています。 

実際の実測値と予測値の具体的な値やその散布図は、「予測値と残差」ボタンや「実測/予

測散布図」ボタンで以下のように表示されます。 

  

図 5 実測値と予測値 

以上のことをまとめておきましょう。 

重回帰分析まとめ 

体重 ＝ b1身長＋b2胸囲＋b0  の形で体重を予測する。 

  目的変数：体重  説明変数：身長，胸囲 

係数の値は？  → 偏回帰係数 

説明変数の重要性は？  → 標準化偏回帰係数 



統計分析 第 3 回 

3-4 

 

どの程度予測できるか？  → 重相関係数，寄与率（決定係数） 

このモデルは有効か？  → Ｆ検定値と確率（要残差正規性） 

それぞれの係数は有効か？  → ｔ検定値と確率（要残差正規性） 

他の変数の影響を除いた目的変数と各説明変数の相関は？  → 偏相関係数 

どの程度予測できているのか図的に見たい  → 散布図 

どの程度予測できているのかデータ毎に見たい  → 予測値と残差 

 

次に、変数選択について少し説明します。通常、回帰分析には説明変数としていろいろな

変数を入れますので、その中には重要なものも必要ないものもあります。必要ない変数は回

帰式を複雑にしますし、新しいデータが来た際に、予測を曇らせる可能性があります。その

ため、変数は必要なものだけ、できるだけ少なくするのが常識になっています。そこで、以

下の問題 1 を使ってその方法を見て行きましょう。重回帰分析.txt (p2) は以下のようなデ

ータです。 

 

図 6 重回帰分析.txt (p2) 

「変数選択」で「All」を選択し、重回帰分析を実行すると以下の結果になります。 

 

図 7 重回帰分析実行結果 

この中で、不要な変数は何かを考えてみて下さい。検定確率が 0.05 以上で、最も大きい

「内申点数」が不要です。この変数を取り除いて再度分析に掛けると以下の結果になります。 

 

図 8 重回帰分析実行結果 
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この結果から、次に取り除けるものは「入試点数」です。入試点数を取り除いた結果は以下

の通りです。 

 

図 9 回帰分析結果 

この確率値を見ると、両方 0.05 より小さい値なので、これ以上取り除くことのできる変

数はありません。ここでは確率によって変数選択を行いましたが、他の方法もあります。こ

れが、「変数減少法」による変数選択です。 

実際の分析では上のような方法はあまり取りません。この過程を自動で行う方法がほと

んどの分析ソフトには入っています。また、この変数減少法だけでなく、「変数増加法」や

「変数増減法」という方法もあります。よく使われるのが変数増減法です。これを使って、

変数の自動選択を行ってみましょう。 

「変数自動選択」のグループボックス内で、コンボボックスが「変数増減法」になってい

るのを確認し、「選択」ボタンをクリックします。結果は以下のようになります。 

 

図 10 変数自動選択 

この変数選択の過程を見ると、変数が１つずつ選ばれていったことがよく分かります。こ

れで良ければ、「設定」ボタンで出て来るメッセージに答え、最終的に変数選択を自動的に

し直します。そのまま「重回帰分析」ボタンをクリックすると、図 9 のような結果が出力さ

れます。これで一通り説明が終わりましたので、問題１をやってみて下さい。 

 

問題１【動画】 

重回帰分析.txt (p2) について、重回帰分析を行い、以下の問いに答えよ。 

１）回帰式を求めよ。 

卒業試験＝ ［      ］入試点数 ＋［      ］内申点数 

＋［      ］勉強時間 ＋［      ］出席率 

＋［      ］ 

２）この回帰式の寄与率を求めよ。［      ］ 

３）この場合残差の分布は正規分布といえるか。［正規分布・正規分布でない］ 

変数増減法を用いて変数を自動選択する。 

https://youtu.be/T2_DEmNzIzk
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４）最終的な回帰式はどのようになるか。不要な変数の係数欄は空欄のままでよい。 

卒業試験＝ ［      ］入試点数 ＋［      ］内申点数 

＋［      ］勉強時間 ＋［      ］出席率 

＋［      ］ 

５）上の回帰式の寄与率を求めよ。［      ］ 

６）上の回帰式の寄与率はすべての変数を使った場合に比べ大きく下がっているか。 

  ［大きく下がっている・あまり下がっていない］ 

７）この式を新しい予測モデルとして採用するか。  ［採用する・採用しない］ 

８）新しい予測モデルで、データ中の最初（1 番）の学生について卒業試験の実測値，その

予測値，残差（実測値と予測値の差）はいくらか。 

実測値［      ］ 予測値［      ］ 残差［      ］ 

９）上と同様のモデルで、質問項目の値が入試点数 70、内申点数 3.5、勉強時間 5、出席率

70%の学生の卒業試験はいくらに予測されるか。  ［      ］ 

 

問題１解答（重回帰分析.txt (p2)） 

１）回帰式を求めよ。 

卒業試験＝ ［ 0.1490 ］入試点数 ＋［ 2.2233 ］内申点数 

＋［ 2.7614 ］勉強時間 ＋［ 0.4314 ］出席率 ＋［ 6.8654 ］ 

２）この回帰式の寄与率を求めよ。［ 0.889 ］ 

３）この場合残差の分布は正規分布といえるか。［正規分布・正規分布でない］ 

４）最終的な回帰式はどのようになるか。不要な変数の係数欄は空欄のままでよい。 

卒業試験＝ ［    ］入試点数 ＋［    ］内申点数 

＋［ 2.8649 ］勉強時間 ＋［ 0.4426 ］出席率 ＋［ 22.3241 ］ 

５）上の回帰式の寄与率を求めよ。［ 0.880 ］ 

６）上の回帰式の寄与率はすべての変数を使った場合に比べ大きく下がっているか。 

  ［大きく下がっている・あまり下がっていない］ 

７）この式を新しい予測モデルとして採用するか。  ［採用する・採用しない］ 

８）新しい予測モデルで、データ中の最初（1 番）の学生について卒業試験の実測値，その

予測値，残差（実測値と予測値の差）はいくらか。（ヒント：「予測値と残差」ボタン） 

実測値［ 83 ］ 予測値［ 87.789 ］ 残差［ -4.789 ］ 

９）上と同様のモデルで、質問項目の値が入試点数 70、内申点数 3.5、勉強時間 5、出席率

70%の学生の卒業試験はいくらに予測されるか。  ［ 67.6306 ］ 

（ヒント：重回帰式４）に数値を入れた式を Excelで求める。） 

 

演習１ 

１）多変量演習 3.txt で、全変数を使った以下の重回帰式はどのように与えられるか。 

試験成績＝［     ］×評定平均＋［     ］×模試１ 

     ［     ］×模試２＋［     ］×模試３＋［     ］ 

２）この重回帰式の寄与率はいくらか。［      ］ 

変数自動選択で偏回帰係数が有効である回帰モデルを作り、以下の問いに答えよ。 
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３）重回帰式はどのようになるか。説明変数に含まれないものは空欄のままにすること。 

試験成績＝［     ］×評定平均＋［     ］×模試１ 

     ［     ］×模試２＋［     ］×模試３＋［     ］ 

４）寄与率はいくらになったか。［      ］ 

５）上の重回帰式を新しい予測モデルにして良いと思うか。［思う・思わない］ 

以後、新しいモデルで答えること。 

６）データの中で最初の学生の予測試験成績はいくらか。［      ］ 

７）新しい重回帰式を利用すると以下の点数の学生の試験成績は何点に予測されるか。 

変数名 評定平均 模試１ 模試２ 模試３ 

成績 3.5 70 73 75 

    予測試験成績［       ］ 

演習１（多変量演習 3.txt） 

１）多変量演習 3.txt で、全変数を使った以下の重回帰式はどのように与えられるか。 

試験成績＝［ 9.0898 ］×評定平均＋［ 0.1816 ］×模試１ 

     ［ 0.0701 ］×模試２＋［ 0.3397 ］×模試３＋［ 0.1150 ］ 

２）この重回帰式の寄与率はいくらか。［ 0.906 ］ 

３）重回帰式はどのようになるか。説明変数に含まれないものは空欄のままにすること。 

試験成績＝［ 13.6032 ］×評定平均＋［     ］×模試１ 

     ［     ］×模試２＋［ 0.3573 ］×模試３＋［ -0.6163 ］ 

４）寄与率はいくらになったか。［ 0.903 ］ 

５）上の重回帰式を新しい予測モデルにして良いと思うか。［思う・思わない］ 

６）データの中で最初の学生の予測試験成績はいくらか。［ 74.796 ］ 

（ヒント：「予測値と残差」ボタン） 

７）新しい重回帰式を利用すると以下の点数の学生の試験成績は何点に予測されるか。 

変数名 評定平均 模試１ 模試２ 模試３ 

成績 3.5 70 73 75 

    予測試験成績［ 73.7924 ］ 

（ヒント：重回帰式４）に数値を入れた式を Excelで求める。） 

 


